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代
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本

主
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混
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の

論
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丸

尾

直

美
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現
代
資
本
主
義
の
変
貌
に
つ
い
て
は
多
く
の
と
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
あ 

る
も
の
は
資
本
主
義
が

「

本
質
的1

に
変
化
し
た
'と
一
一
目
い
、

他

の

%'
,
の

は

資

本 

主
義
はT

蕋
本
的
^
は」

■変
化
し
な
い
と
言
シ
。
わ
れ
わ
れ
も
こ0,
点
：が
ら
問
，
. 

題
に
接
近
す
る
こ
と
に
し
ょ
ぅ
。
先
ず
こ
れ
ま
で
，の
論
点
を
簡
単
^
整
理
し
て 

み
ょ
ぅ
。
:

.

'

^
 

:

現
代
資
本
主
義0 、

変
貌
点：

現
代
資
本
主
義
か
変
貌
点
ぢ
し
で
指
摘
さ
れ
る 

こ
と
は
次
の
ょ
ぅ
な
点
で
あ
る
。(a
)
企
業
の
性
格
が
変
化
し
たこ
.

と
。
(b
)

国
家 

の
経
済
的
役
割
が
増
大
し
た
こ
と
。：
(0
)
技
^

-新
と
経
済
成
長
が.急
速
化
し
た
_

.こ
と
。'̂)
大
不
況
や
大
量
先
業
の_
:よ
ぅ
な
経
済
的
不
安
定
が
減
少
し
：た
こ
と0
 

(e
)
労
働
階
級
の
.虫
活
水
準
が
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も
向
上
し
.て
、
.
所

得

の

不
 

平
等
が
減
少
し
た
と
と
。2
趴
治
面
で
は
^

_階
級
の
カ
が
1
カ
^
て
、
：le
ホ 

家
階
級
と
の
力
の
パ
ラ
ン
ス
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
。
(g
)
議
会
民
主
主
義
が
発 

達

し

：た

こ

と
°
01
)
国
際
而
す
は
、.共
産
主
義
雾
圏
が
増
大
し
て
資
本
主
義_
.

営
と
の
カ
の
バ
ラ
ン
ス
に
変
化
が
生
じ
た
と
と
。

「V
',

資
本
主
義
経
済
の
論
理
資
本
主
義
経
済
の
変
貌
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
る

A J 

と
は
似
上
：の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
が
、
帛
し
て
以
上
の
よ
う
な
変
化
は
、
罾
ホ 

主
義
経
済
^「

本
質
1
及
至
:'
'「

基

本

的

性

格

」

：
：
に

若

干

の

'
変

化

を

每

え

て

い

る
 

と
言
え
冬
だ
ろ
う
か'0
だ
が
、
単
に
、
：現
代
資
本
主
義
の
変
貌
点
を
列
記
し
た 

と
こ
ろ
セ
々
：.：警
主

義

0「

本
質」

が
変
っ
た
：か
ど
：う
か
を
知
る
.こ
と
ば
出
米 

，な
.い
。
.本
質

的

変

化

と

呼

び

：
う

.る

.も
：
の

が

生

じ

た

か

ど

う

'か

を

明

ら

か

に

す

る
 

た
め
：には
、
柔
主
義
囊
の

「

本
質」

「

S
本
的
性
格j

と
は
^
か
が 

.問
わ
れ
なV

て
は
な
ら
な
い
。
：

:
. 

/

わ

れ

わ

れ

.は

資

本

主

義

経

済

の

性

格

を

次

の

一

一

：
一

わ

の

面

か

ら

捉

え

る

こ

'
と

が 

出
来
る
と
考
え
る
'0
す
な
わ
ち
、

〔

第
一
：
に

歡

茴

で

あ

り

、
第

一

一
に
m >
臉
面
で 

あ
り
、苐

11

一
に
、
結
果
乃
至
职
象
面
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
一
一
つ
の
面
か
ら
み
る
こ 

と
に
よ
っ
て
、
古
典
的
な
意
味
で
の
資
本
主
義
経
済
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
み

第 . 一 函

一人当り国民所得水•準と政府の経埒上のウヱイトとの関係

横軸ン1 人当り国民所得め高い国から順次右へ並べてある。 （基礎 

とした国民所得は大部分の場合，1052〜1954年の平均）

.繼.軸 ; 把固民生産中における政府の. share
^ すべての税，政府財産からの所得, 政府企業の利潤，中央、 

人地方すベての政麻における非相収入，I948〜53年 平 均 ノ
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'
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.現
代
資
本
主
義
と
混
合
経
済.の
論
理
へ
'

ビ

ル

マ

へ

：
:
|ら
れ
て
い
た
か
を
考
え
る.と
同
時
に
、
.現
代
の
資
本
主
義 

イ.
:
ン
：：
k
^
b
t i
n
7.
)

M
^
が
そ
れ
ぞ
れ
の
面
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
双
ル
を
み 

レ
.
イ

a

.ン

ri
e

'
|19
':
:せ
て
^
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う0 

フ
イ
リ
ッ
t0
“

,s
l
l
m

, 

i

s
;'
f

的
巧
至
典
型
的
な
資
本
主
義
の
モ
デ 

メ

キ
.
シ
;
.
# 

I
QP
V
V,
^

基̂
本
的
な
特
徴
は' 
経
资
活
動
を
行
な
う
企
業
が
す 

ブ

ラ

ジ

ル

5
时

.
|
\
べ
て
ぬ
有
さ
.れ
て
、
於
&
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ 

イ

タ

リ

.

l
ca
l
.
lRe
.た
。

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
に
お
い
て
は
、

こ
の
こ
と
は 

キ

ユ
I

バ

.-
桃

3
.
|生
産
手
段
の
藤
所
有
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
0
'近 

チ

V

丨

St
s
md
on
,
-'
代
経
済
学
者
も
、
資
本
主
義
経
済
の
モ
デ
ル
を
'作
る
と 

ァ
イ
ル
ラ
ン
ド
，'

:sh
i
EC
き
、
こ
‘の
と
と
一
を
暗
黙
乃
至
明
白
な
前
提
と
す
る
の
が
普

 ̂

”ゾ
ダ

.
_
3
5
’
| 

.

.

と
.

Iが
-•
■»現
代
の
い
く
つ
か
の
資i

義
国
に
お
い 

ベ

ネ

ズ

エ

テ
^
は

^
ぺ
て
は
’
企
業
ま
た
は
生
産
手
段
の
か
な
り
の
部
分
が
公
的 

.フ
イ

、イ

ラ

ン

ド
^
恤

U0
1
所
有
の
下
に
置
か
れ
る.よ
う
に
な
っ
-て
き
て
い
る
上
に
、 

ー
ノ
ー
ル
ゥH

i,.
;
i %

*r
o
中
央
及
び
地
方
政
府
の
下
に
あ
る
公
的
経
済
部
門
が
増
大

デ
，、

V.

マ
.
.

—

ク

"#
*
&1
:
し
^

で̂
い
る
°
そ
し
て
.更
に
は
私
的
所
有
の
中
に
も
半

イ

ギ

リ

ス
.：
所

政

§ 

','
..
'

.

.
•

ベ

ふ

：
ギ

ー

：民
7,
|
'公
的
と
：で
も
呼
ぶ
に
ふ
さ.わ
し
い
部
門
が
増
大
し
て
'い 

X
ゥH

丨
デ
ン
ン
f
19
NF
'.
.
.る

.0
:

I
化
企
業
部
門
の
拡
大
は
特
にi

の
英
国
と
フ 

，一f

f
フ
脊：

4
0.
4
OS
S
ラ
ゾ

ス
に
顕
著
に
み
ら
れ
た
。
.政
府
の
財
政
の
国
民
變 

ス 

'イ
',
.

〗

.
i-
N
G
:
:
に
占
め
る
地
& ：
,は
、
'殆
ん

ど

す

べ

V

の
先
進
資
本
主
義
国 

K

 

メ
.:
'リ

力

I
’

に
お
い
て
&

増
太1>
:;た
0レ
や

霍

増

大

し

た

：と
い
う

■"::
'
-
'
.
.:
.:
.
\
^
 ̂

ぐ
：
よ
 ̂

つ
い

'■■
:.v 

r
、
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S

M

i

-

.
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規模の国民所得に比める割合 

國I 後進国）

財政S 
(先進

B

て.
み

る

と

長

期

的

に

み

て

、
：
：
資

本

主

義

の

発

展

と

.
と

も

に0

し
.：

て

き.
て

，い

る'

先
進
国

中

進

国

後
進
国

傾

向

が

あ

る

。
■:米

国

.で

も

英

国

で

も

日

本

で

さ

え

も

同

様

で

.あ

る

。

ま

'た

、
：
.先

：
 

進

資

本

主

義

国

と

後

進

資

本

主

義

国

と

を

比

：ベ

.V,

も

や

は

.り

、
，
先

進

資

本

主

義

'
: 

国

の

：ほ

う

が

：概

し

て

い

っ

.
て

財

I

摸

の

.比

重

が

大

き

い

ど

言

え

成

« :
:一：
図V

」

 

参

照

)

，
0
こ

の

他

、

政

府

が

会

社

の

株

式

の

一

部

を

持

つ

と

か

.(

.英

@ .
の
ブ
：'リ
テ 

ィ
ッ
シ
ュ

.
ぺ
ト
リ
ゥ
ム
、
日
本
の
公

0

、
フ
ラ
ン
ス
の
海
合
企
業
等

)

：、政
府

'' 

が

強

い

統

^

1
を

持

つ

半

公

的

と

も

い

う

べ

き

企

業

も

増

大

し

て

い

る

。
';
;■

一
へ
般
的
に
言
う
と
、
多
く
の
資
本
主
義
国
の
場
合
、

'資
本
主
義
経
済
の
発
達. 

と
と
も
に
、
財̂

^
模
は
第
ニ
図
八
の
点
線
の
よ5
に
な
る
と
い
う
よ
り
も
む
：，
 

し
ろ
^
^
の
よ
う
に
漸
増
す
る
傾
向
が
あ
る
。

レ
ッ

.
セ

.
フ
エ 
'—
ル
的
/̂

# :
 ̂

に
も
そ
れ
以
前
に
比
し
て
著
し
く
小
に
な
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま 

た
、
先
进
国
と
後
進
国
と
の
関
係
を
み
て
も
、

.
第
ニ
図
3
の
^

^

の

ょ

ぅ

ビ

な

:

:

:

七 

c

 

c
m

l
m

〕
'

..る
'よ
り
も
、
む
し'ろ
黒
線
0'
よ
ぅ
に
な.
る
傾
向
が
強
：い
。
た 

:

:
だ
、：
米
国f

か
ダ
で
は
、
国
民
所
得
水
灌
が
高
い
割
に
財 

,
政
の
ヴ
ェ
ィ
ト■が
低
い.
が
、
：
..

WJ
の
よ..ぅ
な_「

豊
か
な
社
会」

、
 

「

で
ば
' 
ガ
：ル
ブ
レ
ィ.
ス.
の
言
/rv

よy
に
、
公
的
経
済
活
動
の 

:
遅.
れ
か
ら
生
ず
る'い
>̂
:
い

ろ

な

弊

か

生

じ

て

い)

る
。
結 

:

局
、
で
れ
ら
の
国
で
も
、
経
済
全
体
が
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て 

.

.
健
全
な
発
展
を
す
る.た
め
に
、.入
凑
、
公
的
部
門
乃
至
公
的 

一
活
動
の
増
大
が
必
至
と
な
：る
で
あ
ろ
ラ
。
第
一

.
図
で
は_

 

に
一
人
当
ヴ
所
得
水
準
を
と
：
っ
た
の
で
、
必
ず
し
も
第
二
図 

::
:

B
の
黒
線
の
よ
ぅ
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
第

一

図

の

籍 

の..左
端.
の
.国
の
多
く 
.(

米.
、

力
ナ
：ダ
、
..：
オ
I.ス.
ト.
ラ

リ

プ

、
.
.
.
.
ニ

 ■

ユ.—

ジ.
1
ラ
.
ン 

>
ケ
社
、
所
得
沐
谁
は
高
く
て
も
、
比
較
的
若
い
国
で
あ
り
、
.栗

主

義

国

と 

し
て
、
英
、
仏
等
ほ
ど
；

.「

成
熟
1_
し
て
い
：な
い
国
だ
か
ら
と
い
え
よ
ぅ0
こ
の 

.
よ
ぅ
に
考
え.
る
な
ら
、
資#
主
義
が.
発
達
す
る
：に
つ
れ
て
、
国
民
所
得
中
に
占 

め
る
財
俄
の
規
模
が
漸
増
す
る
傾
向
と
、
先

進

国

ほ

ど
.1
民
所
得
中
に
占
め
る 

財
政
の
規
模
が.
高

：
い

と

：
い

う

傾

向

は

、
パ

1

脱
的
な
妥
当
性
を
持
つ
傾
向
で
あ
る 

'.
と
言
ぅ
こ
と
が
出
来
よ
ぅ
？
|-
ゾ

へ̂

第
1
1に
、

.*
典

的

な

資

本

、
玉

義

経

済

の

図

式

に

：
お

：
い

て

は

、

小

単

位

の

企

業
 

'
が
無
数M

沢
山
あ
：:-
?
て
、
.そ
れ
が
自
由
競
争
に
よ
っ
て
経
済
霞
を
行
な
ぅ
と 

い

:5
企
業
及
び
市
場
の
形
態
が
考
え
ら
れ
.
て

い

た

。
，
：
と

こ

ろ

が

、

現

代

の

資

本
 

主
義
経
済
で
は
比
較
的
少
数
の
オ
リ
ゴ
.ポ
リ
丨
的
大
企
篆
が
民
間
部
門
の
経
済 

活
動
の
中
心
を
占
め
て
い
る
。

「

現
代
資
本
主
義」

の

雪

J
.ス
ト
レ
チ
イ
太

こ
の.
点
を
現
代
資
本
主
義
の
.
変
貌
点
の
第
一
：
に
あ
げ
て
重
視
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
経
済
の
中
で
公
的
部
門
が
'か
な
り
の
■ゥH.

ィ
卜
を
占
め
る
よ
う 

に
な
っ
た
上
に
、
：民
間
部
門
で
も
オ
リ
•
コ

ボ

リ

ー

中

心
©.
企

業

及

び

市

曝

彩

態
 

に
な
っ
た
点
が
、
現
代
資
本
主
義
.
の
構
造
商
.に
お
け
る
最
も
大
切
な
変
化
で
あ
. 

る
。

'

(

.

法
1)

国
際
面
を
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
社
佘
主
義
経
済
圏
の
拡
大
に
：#

-う 

変
化
も
.

あ
る
が
、

こ
の
稿
で
は
国
際
面
の
問
題
：の
考
察
は
省
、略
す
'

る
。

し
か
し
、.
資
本
王
義
経
濟
の^-
造
に
こ
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
と
し
セ 

も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
主
義
の
性
格
が
変
っ
た
か
ど
う
か
を
知
る
た
め 

に
は
、
資
本
主
義
経
济
の
機
能
乃
至
作
用
が
ど
の
よ
う
な
変
^.
を
受
け
て
い
る 

か
と
い
う
こ
と

.

.と
、
そ
う
し
た
作
用
の
結
果
、
.現
象
面
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が 

.
現
わ
れ
て
い
る
か
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な

.
いo. 

■-

i

能

面

し
か
し
、：
資
本
主
義
経
済
の
機
能
面
の
特
微
が
何
か
と
い
う 

と
、
簡
単
に
は
言
え
な
い
。
こ
こ
で
手
掛
り
と
し
て
、
都
留
重
人
教
授
に
よ
る 

資
本
主
義
の
特
微
づ
け
を
み
て
み
よ5
。
と
い
う
の
は
、
都
留
教
授
は
、
資
本 

、
王

義

の

特

微

を

そ

の

構

造

面

S

ト
ッ
ク
の
所
有
形
態

)

か

ら

で

な

く

、
，

「

フ 

卩
ゥ」

の
而
か
ら
捉
え
よ
う
と
しV
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は̂
れ
わ
れ.
の
い
.う 

■

面
か
ら
の
ア
ブVP 
!
チ
に
近
い
加
ら
で
あ
る
。
.
従
来
に
お
い
て
は
、M'
ネ 

主
義
を
社
会
主
義
と
與
比
さ
せ
る
場
合
に
は
、
所
有
関
係
と
い
う
搆
造
面
と
失 

業
と
か
不
平
等
と
か
窮
乏
化
と
か
：い
っ
た
現
象
面
が
問
題
と

'さ
れ
^；
わ
り
に
、 

機
能
两
は
麗
さ
れ
た
今
少
な
く
と
も
資
本
主
義
社
会
の
改
革
乃
至
革
命
が
問 

題
と
さ
れ
る
場
合
：に
.
そ
う
だ
っ
たo

マ
ル.
ク
ス
主
義
者
ば
、
.
構

造

面

—

生

産

.

.

.

.

.ぐ
■,
- 

.

.

.

現
代
資
本
主
義
と
混
合
経
済
.の
論
理

手

段

の(

特
に
虔
産
用
具-8
:所
有
関
係
に
よ
ら
，て
規
定
ざ
れ
る
生
産
関
！̂- 

丨
が
：変
革
さ
れ
な
い
限
り
、
資
本
主
義
経
済
の
法
則

(

こ
れ
は
機
能
面
乃
至
作 

:

用
面
に
つ
，い
て
の
も
の
で
あ
；る

>  
も
そ
の
法
則
の
結
果
も
大
き
く
改
善
さ
れ
る 

-•
七
は
な
：い
と
考
え
技
他
方
、
:.
改
良
主
義
者
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
、
結
果̂ 

至

證

面：

の
改
革
に
、
専
ら
意
を
注
い
だ
。
ど
と
ろ
が
都
留
教
授
は
、
資
本
主 

義

経

済

を

所

有

形

態

に

.
よ

っ
て

よ

り

も

、

む

.
し
：
ろ

佘

^

の

形

態

及

び

性

質

に

よ
 

っ：

て
特
■#
づ
け
る
と
とc
fc
jp

造
面
及
び
現
象
面
い
ず
れ
と
も
異
な
る
方
向 

か
ら
、.
資
本
主
義
経
済
の
性
格
を
変
え
て
ゆ
く
道
.
を
.示
唆
し
た
点
で
注
目
名
れ 

る
。
都
留
教
授
は
、

「

サ.
丨
プ.
ラ

ス

が

謂

の
'形
態
を
と
るi

こ
と
を
資
本
主 

義
ー
の
：
特

徴

と

し

_
て
あ
げ
::
>
そ
の
馨
を
次
の
よ
：ぅ
に
説
明
す
る
。
3
利
潤
が
経 

■済
活
動.
の.
動
機
で
が
る
。
：的

調

は

裔

蒙

の

支

甄

下

に

あ

る

。
H
利
潤
は 

そ
：の
大I

が
投
資
ゆ
向
：け
ら
れ
る
。
：

.
C

注

1

)

.

都

留

重

人

稿

(

中

山

併

知

：郎

織

r

資

本

主

義

は

変

.
っ

た

か

」

及

び

「

.フ 

工

ビ

：ア

ン

：研

究

,-
-

1

九

五

八

年

1'
月

号

所

載

)

。
；
ポ

ー

ル

，
バ

ラ

ン

も

余

剰

の
 

■

.概

念

を

重

德

す

る

良

に

ぉ

い

て

都

留

教

授

と

似

て

い

.
る

。

(

パ

5 '
ン

「

経

済

成
 

.
長

の

®

論

1-
伊

藤

，
高

須

賀

訳

)

。

V

:

わ
れ
わ
れ
は
、
.
古
典
的
資
本
、壬
義
経
済
の
モ
デ
ル
：に
お
け
る
機
能
面
の
特
徴 

を

次

の

よ

，
ぅ

に

規

定

し

た

.̂
->
'
思
ぅ
0
:

-'

.
先
ず
第rM

、

経
済
活
動
が
多
数
の
競
争
的
私
企
業
-.(

お
® '
'を
中
心
に
、
. 

私
的
利
潤
の
獲
得
を' ;(

す
な.
ゎ
ぢ
、
：資
本
の
増
殖
を

)

0>
晚
と
し
て
行
な
わ
れ 

る
ど
，と\:
第
ー
一
に
、
：
と

5
^
て
得
％
托
た
利
潤
の
大
部
分
が
渠
家7&
至
企
業 

.
家

c

と
い
か
よ
り
も
資
本
家

=

企
業
家
と
考
え
ら
れ
て
い
た

)

に
®

さ

れ

る

•

 

七

三
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三
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J
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'
:
产 

、
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v
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四..c

三

-

四
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:
'
: 

.、

.
*<c
、
o
.
-

-
-

(

注

耷)

:'
:
,
:
^'
.
:洋
1
.
3カ
財
满
な
：ト

支

配
1-
:
加

藤''
-
>
.
'
:
^

刊)

参

照
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•
：

 

,

へ
こ
；と

。

第

三

ヒ

、
ハ

馨

.の
_
積

と

そ

の»
投
«:
^

^
@;
^
石

ヴ

よ

う_

」

裔

.

が
ぢ
な
$:
:謂

を

宴
'°
/:
.:
$
.
霉

へ
ぐ
ざ
.の
：：よ3;
に
_

主
儀
経
辟
砂
^

§

0'
;
特
徵
ぱ
、>

,
ゼ
_

が
以
王
の
ハ.
 

よ
う
な
働
き
を
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
が
資
本
主
義
経
済
の

.働
き

. 

を
、
：

)

寡

自

身

を

：籩

さ

,^
る
_

の
達
動
.ど
，3
て
捉
ぢ
た
の
は
、>
;
0
:
の

意

味

；
：
 

£

い
：て

疋

し

い<>
:
:マ
/1
.
.ク
：ス
の
剩
杂
価
値
の
法
則
ぱ、

^

 

.本
的
機
能
を
ー
ボ
す
も
の

.-と
み
-
.て
よ

か

ろ

う。
.

:

と
萏
ろ‘が
、
：
現

代

の

先

進

資

本

主

義

国

に

づ

；
い
で
み

る

と

：、
々

&

面
：に
お
い：
. 

.て
，も

相

当

の

変

化

が

生

じ

.て
■い
る
こ
.と
.

が
：.

は
.パ'っ.きpv

わ
か
...
る
0'.
.
,

$

第
一
に
経
済
活
動€
1主
体
が
多
数
0:
小
私
企
業
か
ら
：1
:群
の
^
リ
ゴ
ポ
' 

V
J及
び
国
家
に
と
っ
：て
変
り
つ
つ
あ
る
と
と
は
先
に
も
述
べ
た
通
り
で
あ

' 

る
。
経
済
活
動
の
目
的
と
し
て
は.溝
利

潤

追

求

動

機

が

依

然

と

：し
て
：支

配

的 

で
あ
る
が
、
，そ
れ
が
多
く
の
制
約
を
受
け̂よ
う
に
，な
マ
て
き
て
い
ざ
点
に
現':
- 

段
階
の
資
本
主
義.の
特
微
が
あ
る
。
：..そ
う
し
た
制
約
と
し
：て
、
最
近
特£'
-ロ
わ
. 

れ
る
こ
と
は
、
襲

者
?!
;
'至
社
会
に
よ
る
規
制
で'あ
り
、

A •
バ
，
丨

リ

は

と

れ
'' 

を

「

社
会
的
合
.意
1(p&lic Concensus

)

に
よ
る
規
制
と
呼
ん
で
い 

.こ

.

.
の

他
、
.
.
国

家

に

よ

.る

規

制
.

(

こ
：れ
は
多
く
の
場
合
、■,'
■社
会
的
意
見
■.の
高
.ま
り
，
. 

に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
る

.

)

や
、
労
働
者
カ
至
従
業
員
の
意
見
に
よ
る
規
制S 

営
參
加)

が

重

要

な

役
！
！

を

果

す

よ

う

に

な

っ

て

き

で

い

る

場

合

も

少

な

く

な 

い
。
.

(

例
え
ば
共
同
決
定
法
が
適
用
さ
れ
た
西
独
の
激
銅
業
ゃ
石
炭
業

)

タ
と
め 

よ

う

な

規
.f
j
に
よ
り
、
企
乘
に
お
け
る
決
定
の
専
制
的
性
格
が
弱
め
ら
れ
-.
'
'そ
.
 

れ
と
と
も
に
、

追
求
至
上
主
義
も
若
干
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
も
疑

、.
第I— -.
に
い
私
的
利
潤
が
資
本
家
乃
至
企
業
家
.
の
：馨
中
に.
.̂

る
と
い
'ぅ
点
も
い 

;

ぐ
つ
ま
:(
0
点
で
変
っ.
て
：
き

て

：
い

る

':
°
先
ず
、
現
代
資
本
主
義
経
済
に
お
い
て 

•.-
'は
、
ー
利
聘
の̂

^
の
灰
な
ヶ
の
部
分
が
タ
企
業
の
所
有
者
達
の
氓
に
分
配
さ
れ
：
 

■̂
:
v>
で
、
：
社

内

標

と

し.
て

積

立

て

ら

れ

る

々

ま

：
た

、
.
相

当

な

部

分

が

税

金

と
 

.
し
て
取
り
去
ら
れ
，る
。
..そ
し
て
と
：の
税
金
に
廻
さ
れ
た
.
私
的
利
潤
の..ぅ
ち
の
'
--
» 

部
分
は
非
資
本
家
階
級
呤
た
め
に
用
い
ら
れ
る

,

ぃ；

/', 

■
X

法
1)

V
-J
:(  
*
ス
ト
レ.
チ

，
ィ
：
は
こ
れ
ら
ー
ー
つ

'を
半
集
，団
的
な

：

貯
蓄
と
呼
ん
で
い'

-る
o
: _ス
：：ト
レ
；チ
カ
，
：

「

現

代

資

本

主

義」
(

関

.;
三
宅
訳)

ニ
：四

四〜

六
頁
。

:■  

:v

夷
に
饮
，
公
的
部
門
の
経̂

3

動
の
^K

.A
I

と
も
に
、
：
.
そ
の
部
門
に
お
：け
る 

公
的
利
潤
：

(

余

剰)

..の

占

め

る

比

重

と

そ

の

意

義

'%
重
要
に
な
る
。
：

.

し.
か
し
、
も
っ
と
は
っ
き
り
し
た
大
き
な
変
化
は
第
三
.の
貯
蓄
及
び
資
本
形 

成
：の
商
に
み
ら
れ
る.0
:そ
の
1:
,'
0
ぼ
>.
国
家
の
経
済
的
役
割
；の
増
大
と
と
も
に 

;
公
^

^
と
公
的
蒙
形
办
於
潜
於
水
か
こ
と
で
.
あ
る
9
政
府
の
財
馨
模
の 

増
大
：と
公
有
化
産
業
の
：拡
大
に
ょ
っ
て
、
へ
公
的
資
本
形
成
は
著
し
く
大
に
な 

.
る
マ
特
に
戦
後
の
：英
国
及
び
；！

V

ラ
^K

:

に
お
い
て
は
、'.
公
的
^
^
形
成
が
' 
資 

.
本
形
成
総.
額
の
半
分
を
越U
た
：
こ

と

さ

え

あ

：
る

.(

第
一
表
参
照)

。

(

注
1)

：

戦
後
の
M

7
ンX

.

に
お
い
て
は
、
八
ム
的
資
ポ
形
成
が
.

六
〇
％
を
越
し 

.■た
こ
と
も
あ.
る
。

.

..まだ
、
民
間
部
門
：に
お
け
る
_

と
資
本
形
成
に
も
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ

公的部鬥 1 CA) 民間部門 ( B )
1938 . . . . . .：■

16
1948 47
1949 761 849 47.2
1950 820 913 47.3
1951 888 934 48.7
1952 1168 . 969 54.6
1953 1314 1078 54.9
1954 1299 1289 50.1
1955 1305 1544 .45.8
1956 1387 1760 44.0
1957 1482 1927 43.4
1958 1481 2051 41.9
1959 1578 2095 42.9

私 形 成 *  .と経 済  

广（取位：百万ポンド）

帟 門 A  0 /
) T - T b ^

16
47

149 47.2
>13 47.3
>34 48.7
169 54.6
>78 54.9
丨89 50.1
：44 45.8
60 44.0
27 43.4
51 41.9
95 42.9
;のみ

e and B x- 
•S.O.)

城

)m<
-M.

表 

I

P
 

r 

. 

J 

 ̂

r

1C
2C
.

2C
c 

[

1

け

^

-

-
1——

I——

-

I
一
 

： 

._
l
i

—

^
Ir
c

^
te
* 

H
J 

-
-

潰
d

re 

第

に

成
 

T

76
1

32
0

1
68
14
99
05
87
82
81
:

78̂

n a
t u 

門
形 

l

CA
.

7

 

8

 

8

11
13
12
:

13
13
14
14
15
M

ti
o

di
t

:

部

，体.'
I

T:
'.
'.
v 

'

.:
 .
:.s
Ta
t

el
l

的
資 

—

j

—

丨..！. 

. 

：
 

- 

.

.

.

.

 

ノ
 

も
，

 ̂

p

,

l
i

 

体 

/
f

 

i

48
i

:5
0
51
52
53
54
55
56
57
58
59

'
イ 

|

 

英
全 

/

 

次
19
19
19
19
19
19

.19
19
19

.19
19
19

19
.
V 資.

,:
\
.
.年

る
。
^
?
^利
潤
の
ぅ
ち
の
相^
大

き

な

部

分

が

、
一
そ
の
也
業
の
；.所

有

者

の

手

に 

ブ
度
^
分
配
さ
れ
な
い
で
、

一
部
は
法
人
貯
蓄
と
レ
て
、
.他
の
:'
一：
部
は
税
金
:̂

し.
て.
弓
き
去
ら
れ、' そ
の
税
金..の.
ぅ
ち.
：の
：

一

部.
は
公
的
資
本
形
虎..に
M
さ
：れ 

る
。
米
国
に
お
い
て
は
、
.
戦
後
の
十
年
間.(

一
九
四
七'年
I
一
 
九
五
六.
年)

に
、 

「

：
：
：
会
社^
業.
に.
ょ.
っ
て
利
用
さ
れ
た
全
資
本
金
.
の
五
分
の
三
ば
、

^
部
源
...

.

■ 
:

:

;■
 

(

空
1-\

泉
す
な
わ
ち
収
益
の
と
減
却
か
ら
引
ぎ
出
さ
れ
た

.

1 。

-'.:':

ま
た
、

英
国 

.で
は
一
九
四
九
年〜

ー.九
5
ハ
.年
の
間
に
お
け
る
投
資
の
ム
ハ
セ

〜

八
ガ
％
が

内
• 

部
i

を

利

用

し

：て

行

な

わ

れ

た

。
.'
'
“

■

.
 
,

‘

(

注
i

バ
丨
リ
前
掲
書
六
ー
ー
ー
頁
及
び
.

六
五〜

六
六
頁
。

'

C

注 
2)

w
&

e
t

L
a

 

f
o

r

 

I
n

d
u

s
t

r
y

,

 

L
o

n
d

o
n

,

 

A
p

r
i

l
,

 

1
9
5
9

.

(c

)

結
果
乃
至
現
象
而

以
上
の
よ
う
な
構
造
面
と
機
能
面
の
変
化
に
対
格
し
て
、
結
果
乃
至
現
象
而 

に
も
相
当
叹
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
.

古
典
的
な
資
本
主
義
経
済
の
モ
デ.ル
の
場
合
に
は
、
経
済
が
見
え
ざ
る
手
に 

よ

.つ
て

自

然

に

調

和

す

る

：と

.い
う
考
え
が
：あ

：つ
た
が
、
資
本
主
義
経
済
が
発
達 

す
る
：
に
従

：
つ
'て
、
こ
の
よ
:-
5
な
楽
天
的
な
調
和
説
に
代
つ
て
次
の
よ
う
な
見
方 

.が
支
配
的g

味

マ

ぢ

.す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
経
済
の
麗
と>
も
に
、
経
済 

屢
乃
至
成
長
の
傳
滞.が
生
ず
る
と
か
.(

リ
ヵ
ー
ド
、

ハ
ン
セ
ン
、

シ
ユ
タ
ィ 

シ
ヘ
ド
ル)

、
：
労
働
階
級
が
窮
泛
化
し
て
、
：そ
の
生
活
水
準
が
相
対
的
あ
る
.い
は 

絶
対
的
に
悪
化
oマ
ル
ク:

ス
主
義)

，
す

る

.こ

と

に

よ

つ

て

資

本

家

階

級

の

所

得 

と
の
間
の
本
平
等
が
強
ま
る
と.か
。

不

況

乃

至

恐

慌

と

そ

れ

に

f

大
量
失
業 

と
レ
う
甚
だ
；.
>い
^
済
的
.不
.
.安.定
を
避
け
難
い
:>
1
-
'
か

い

つ

た

.よ

タ

な

議

論

が

な 

さ
れ
た
し
、
資
本
主
扇
経
済
の
実
際
も
そ
の
よ
う
な
議
論
の
正
し
さ
を
裏
書
き 

:す
る
か
：の
感
が
あ
つ.た
？
：
.'
.'
ハ 

一
と
こ
み
が
、：：
現
代
資
本
主
義
と
名
付
げ
ら
れ
る
第
一
,|次
大
麗
の
寶
本
主
義 

:袓
会
に
お
.い
て
は
、
：4
述
.べ
た
よ
，う
な
意
味
で0-
成
長
の
：停
滞
や
不
平
等
及
ぴ 

.窮
乏
化
の
増
大
や.、

•$
女
定
性
は
'あ
..まり
み
ら
找
なv

な
つ
て
い
る
。

:

:.
x
 

'

.. 

V 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

;
::1
>菸
も
、、
現
代
裏
主
義
社
会
に
お
い
て
、
.成
長
、
：
平
等
、
安
定
の
問 

満
足
め
ゆ
く
解
決.を
見
出
た
：か
ど

^TV

と
、
決
し
弋
乇
ト
で
は
な
ぃ
。
成 

程

ロ

が

ゥ

て

の

資

本

主

義

馨

^
晋
れ
た
ょ
ぅ
な
意
味
で
の
停
滞
ヽ
不
平
等
、 

乘

安

策

緣

少

し

た

。

」

;1
>が
：:1
.、
ン
成
#
と
.平
等
と
の
間
、.-
及

び

成

長>'
安

定

ま

现
代
資
本
主
義
と
浪
合
経
済
の
論
速：：. 

；
'

_
ィ
：

ぐ
.
.
1:-
'
: :

”
レ
'

'

'

...

.

.

.
七
五
、
,:
i

s)
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v
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^
.
^
.
^
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^

o
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-
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:

,

广

'

-〕

.

.

.-
ン
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'

-
:
' 

'

-:'
.

v

/

'

.

-

.'
i

:

*

.

.

.

-»
:

t

, 

,■ 

'七
.
.六
-
:

a!

三

六>

本(

壬
義
国
に
お.
い
.

て
、
未
解
決
の
ま
ま
に
残
さ
れ
てい
る
？

成

長

，
安
^

•
平 

等
の
間
.

に
生
ず
る
こ
う
し
た
相
互
関
係
は
、
N

•.力
ル
ド
ア
の
最
茳
の^

究
^

た

は一

つ

の

種

類

の

安

宠

と

他

の

種

類

©-
女

定

と

の

間

に

深

刻

な

矛

首

が

み

ら

フ 

れ

る

よ

う

に

な

，
っ

'で
い
る
。
今
日
の1

、■

国
は
、
^

^

国
と
め
^
双 

を
迫
ら
れ
、
高
率
の
経
済
成
長
を
オ
べ
く1.
肺
さ
汝
て
ぃ
る
が
、
高
率
の
経
済 

成
長
は
^
得
の
分
配
関
係
の
不
平
等
を
強
め
る
こ
と
に
な
り
^
い

。

ま

た

、
，
不 

況

^
<
を̂
避
け
る
た
め
に
は
蕩
需
要
を
持
続
的
に
増
大
さ
せ
.、
従
ス
て
経
、 

済
を
絶
え
ず
成
長
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
が
一
必
要
と
及
る
が
、
こ

の

馨

は
、

fリ
. 

丨
ピ
ン
グ
へ
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
鍰
慢
な
る
イ
シ
ー
フ
レ

ー

义
ョ
ン
を
引
：
 

き
起
す
結
果
に
.な
る

。
.
：
，
そ

れ

だ

か

ち

と

い

；
？
て

不

平

等

や

イ

ン

フ

レ

を

抑

^
よ

.

_

_

_

_

腳

_

お
り
、
こ
れ
が
資
本
家
ま
た
は
金
賺
：の
オ
ー
ト
ク
ラ
シ
ー
を
牽
制
じ
ン
権
カ 

を
平
衡
化
さ
せ
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
が
、
，こ
の
■こ
.と
.は
I

経
済
の
民
主
化 

と
^
福
分
配
関
係
の
不
坪
等
の
減
少
：と
い
う̂

か̂
ら
は
好
ま
し
ぃ
が-
!

は
り
、
イ
ン
フ
レ
-
シ
ョ

ン
を
助
成
す
る

結

果

に

な

ヶ

濟
》

.
：
こ

う

し

た

こ

と
. 

が

現

代

資

本

裏

の

経

済

的

矛

屑

の

.新

し

い

靈

で

あ

る。
.
.：
.

(

注

I

V

:ガ
ル
：ブ

レ

イ

ス

は

、

資
本
主
：義

祉

会̂
お
£
る

経

済

七

の

オ

ー

ト

ク

，
 

ラ

シ

イ

が

平

銜

力

に

よ.っ
て
抑
制
さ
れ(

る
之
論
じ
た
が
、

:

平

銜

力

：の
働
ぎ
.に 

よ
っ
て
、
生
ず
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
如
何
に
抑
制
す
る
か
に

,0
い

て

は

 

答
ぇ
な
か
っ
た

-
(

ガ
：ル
ブ
レ
イ
ス

「

J

リ
ヵ
の
資
本
主
義

」
>
o

彼
の
新
箸 

i

力
な
社
会

」

に
ぉ
ぃ
て
も
、

.イ
シ
フ
レ
に
対
す
る
有
効
な
手
段
は
見
出

. 

さ
れ
て
い
な
い
。
,

;

.■
'

■

,

つ

以

上

の

よ

う

な

経

済

上

の

諸

矛

盾

は

、

少

な

く

と

も

今

日

の

多

く

の

.
先

進

資

よ

？
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い.る
。
勿
が^

ル
ド
ア
の
寬
図
は
、
と
う
し
た
相
互 

へ
.
.
'
'
関
係
の
'間
に
.み
：ち
れ
.る
矛
.盾
を
指
摘
す
る
.と
こ
，ろ
.に
あ
る
の
で
.は
な
..
い
.
0
.
'
^
し 

'
石
、
；
彼
の
理
論
と
グC
こ
か
ら
引
き33

さ
れ
る
藥
上
の
示
唆
は
、
現
存
の
所
得 

.
分
配
関
係
を
肯
定
し
、
突
定
的
な

j

咼
度
成
長
の
.た
め
に
、
労
資
間
の
所
得
不
平 

■

,等
を
正
当
化
す
る
に
制
用
さ
れ
う
る
性
質
の
も
の
で
：あ
る
0
し
か
：し
、
彼
の
理 

■

論
は
，：

彳

丁

度

、
少
力
丨.ド
の
.理
論
が
、
：
当
時
0

1
主
義
経
済
の
矛
朦
を 

へ

.霧

E

す
る
結
果
に
な
り
、；.
局
、
、_

主
義
変
革
の
論
拠
に
習
さ
れ
た
过：
 ̂

.，.
に
,

.

.

.

.

現
代
資
本
主
義
変
-^
の
論
拠
に
逆
用
し.得
る
性
格
を
持
.っ
.て
い
る
。 

4
下

わ

ゎ

わ
:^
は
カ
ル
：ド
ア
的
な
理
論
に
よ
っ.て
、.
現
代
資
本
主
義
経
済
下 

に
お
け
る
戒
長
.；安
定
：
_分
围

；の

相

互

関

係

を

明

ら

か

に

'す
る
と
：
と

も

に
、

こ 

.の
関

係

.の間

.に
み
ら
れ
る
矛
盾
を
解
決
す
る.に
は
、
現
代
資
本
主
義
にど
.
の
よ 

;-
5

;̂
変
革
が
加
え
ら
れ
ね
ば
：な
ら
な
い
か
を
明
ら
か
.に
す
る
こ
と
に
.し
よ
う
？ 

-
(

注

1)

マ

ル

ク

ス.
も

、

リ
カ
ー
ド
派
社

会

：主

義

も

、

.英

国

派

社

会

主

義
も
、 

リ
カ
I
ド
理
論
ま
た
は
リ
カI
ド
的
な
理
論
を
逆
用
し
て
、
資
本
主
義
経
済 

'
.
変

:^
の
；'必
耍
性
を
主
張
し
た

^
カ
ル
ド
ア
に

/つ
い
て
も
、
同
様
の

こ
と
を
、王 

張
'し
う
：る
で
あ
ろ
う

0

;

;

':■
•

成
長
と
萍
等
;'
<
*
:
の
：関

係

カ

ル

ド

ア
'の
理
論
は
、
経
済
成
長
と
所
得
分
配
と 

.

の
間
に
.次
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
結
果
と
な

っ

(gH。)

rt
rh
r
G 

i

m

r

i

^

li
. 

0 

:

P

 

:
§
:0
浬

鐘

§
雄
錄
薅
—

0淨
#)

:

K !
. .
r

a

i

a

 

.

補 

A

^
r

^

l l
^

f

a

f

n

Ih-

^

^
 
鐘

爾

猫
0

酿

渾

■

:

こ
の
式
が
成
り
立
づ
と
す
れ
ば
、
.次
の
ょ
ぅ
な
関
係
が
あ
る
と
と
に
な
る
。 

す
な
わ
ち
、_
资
本
係
数
と
貯
蓄
性
向
を
一
定
と
す
れ
ば
、
経
済
成
長
率
と
国
民 

所
得
中
の
利
潤
の
分
前
と
は
正
比
例
的
に
動
く
。
つ
ま
り
成
員
^
が
高
く
な
る 

と
、
国
民
所
得
中
の.利
潤
の
分
前
が
高
ま
る
。

(

国
民
所
得
ば
利
潤
所
#

と
賃 

命

((

俺

給

，を

舍

む}

r

だ
け
か
ら
成
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
利
潤
の
分
前 

の
増
大
は
、
賃
金
所
得
の
分
配
率
の
低
下
を
意
味
す
る

)

。

(

注
1)

.
cHh
'
.
N
. 

..Kaldor: 

E
s
s
a
y
s

ofc
l
y
a
^
o

and. 

D
i
s
«r
t
-
r
i
b
u

cf
i
o
n
, 

p
a
H
t 

V. 

Charles K
e
n
n
e
d
y
: 

A

 s'ta

cf-ic 

oNl 

w
o
i 

E
ecent Theories of G

r
o
w
t
h

 and Distribution cox- 

f
o
r
d 

E
conomic Paper, I960, p. 197), 

篠
原
三
代
平『

経
済
成
長
. 

と
所
得
分
配
^

経̂
済
セ
ミ
ナ
ー
し
ー
九
六
ひ
年
八
月
蚤
十
マ
頁

)

。

、

ヵ
ル
ド
ァ
の
こ
の
式
に
つ
い
て
は
、
本
誌
一
一
月
号
所
載
の
拙
稿
：

『

現
代
資 

本
主
義
に
お
け
る
成
長.
•

ィ
ン
フ
レ
.

分
配
1

に
お
い
て
述
べ.
た
.

か.
ら
、

こ 

の
式
に
つ
い
て
の
想
定
条
件
や
注
釈
に
つ
い
て
は
、
そ
の
搞
を
.参
照
さ
れ
た 

い
。
と
こ
で
は
再
述
を
避
け
る
。

ま
た
、
こ
の
⑴
式
に
お
い
て0

=

_で
‘
る
か
ら
-
^
1晰
な
率
で
成
長
し

-

'
 

. 

-
• 

.

.

.

.

.

.

て
い
る
経
済
の
場
合
、
⑴
式
は
次
の
ょ
ぅ
に
も
書
く
'こ
と
が
出
来
る
。
' 

;

現
代
資
本
主
義
と
混
合
経
済
の
論
理
:

_

Q

人益 
リリ

f
-a
i
r.
w:

踏
妹
^

!

:

f

f

 

A

l

l

s

す
な
わ
ち
、
.利
潤

率

は

経

済

の

'成

最

率

及

•ひ
利
潤
か
ら
の
貯
蓄
比
率
に
依
存
す

^
 

'
ニ 

；

:;V
'

c

法
i

力
ル

.
ド

ア

が
■ど
.ゆ
ょ
，ぅ
に
し
で.こ
の
.式
を
.導
き
出
し
て
い
る
か
に
つ

.

い
て
は
、

o
f
. 2
.
. 

K
a
l
d
q
r
: Economic G

r
o
w
t
h

 and th® Pr
o
b
l
e
m 

O
H xnŝ

tion. 

(Economica, A
u
g
.

 1959)

成
長
と
安
定
の
関
係
次
に
、
所
得
分
配
関
係
が
一
定
で
、
安

i

做
な
成
長 

を
す
る
経
済
に
お'い
て
は
、
：
生
産
高
の
成
長
率
は
利
潤
の
成
長
率
に
等
し
い
か 

ら
、
(2
)
式
に
お
い
て
.0
が
利
潤
の
成
長
率
を
表
す
も
の
と
し
、
事
業
投
資
が
全 

く
利
潤
か
ら
の
貯
蓄
に
依
存
す
る
も
の.と
す
れ
ば
、
.投
資

の

収

益

率

.

.

(

資
本
の 

限

界

効.率)

は

次
•の
ょ
.5に
な

るP 

. 

•

I
命

内

S

つ
ま
り
、
資
本
の
限
界
効
率
は
経
済
が
成
長
す
る
速
度

(
=

利
潤
が
成
長
する 

速
度)

に
依
存
す
る
。

「

：

.
資
本
主
義
社
会
に.
•お
い
て
は
、
資
本
の
限
界
効
率
を
一
帛
申U上
に
維
持
す 

る
こ
.と
が
、

v

経

済

，活

動

を

維

持

す

る

た

め

に

、

.

.不
可
.欠
：で

あ

る

が

、
.
そ

ぅ

す

る 

た
め
ぢ
は
、
所
得
が
絶
え
ず
成
長
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
：
し
か
し
、
.こ
の 

場
合
、'所
得
の
成
長
は
必
ず
し
も
象
質
所
得
：の
成
長
で
な
く
て
も
ょ
い
。
'社
会

f 

.
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第 三 図

'パ '.I::..

.資 本 主 義 ：.社会主義

純 粋 な 資 本  
主義のキデル

II

©

現代資本主義

混 合 経 済

日 本 経 済

的
秩
序
の
混
乱
を
生
じ
な
い
程
度
の
ゆ
る
，や
か
な

ィ

ン
フ
レ
を
伴
ぅ
貨
胳
所
得 

の
成
長
.が
な
さ
れ
れ
ば
、
資
本
の
.限
界
効
率
を
維
持
し
、

)

好

況

を
維
持
し
ぅ 

る
。
勿
論
、
実
質
所
得
が
成
長
し
続
け
る
と
と
が
出
来
れ
ば
、

」

ィ
ゾ

フ
レ
を
伴 

ぅ
こ
と
な
く
、
好
況
を
維
持
し
得
る
が
、
ィ
ン
フ
レ
に
よ
つ
て
、
名
目
上
、の
所 

得
が
必
要
と
さ
れ
る
成
長.率
で
も
つ
て
上
昇
し
つ
づ
げ
れ
ば
、
不
況
は
ホ
可
避

 ̂

; 

^
A
.
. 

c 
三
-:
八
..

>:

.
で
は
な
い
。「

か
く
て
緩
慢
に
し
て̂

越
邮
な
率
の
ィ
ン
フ
レ
一
シa
ン
は 

.■̂
^•
■
的
な
率
で
の
経
済
進
歩
を
達
成
す.る
た

，め

の

強

カ

な

助

け

と

.な
る」

。 

v A

現
代
資
本
主
義
社
会
が
、
；
'
.太
き

な

不

況

：を

免

れ

て

い

る

代

り

に

、

絶

え

ず

忍 

び
ょ
る
ィ
ン
ス
レ
に
悩
ま
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
。

(

注
i
 N. Kaldor, op. cit ，，

p. 

2
9
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四

、

」

混

合

経

済

の

論

理

：
：

:.
:
'

.

.

. 

.

一.
.
.
.
-
-
-
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

V

さ
て
、.':
成
長
、
：；安
定
、
平
等
の
間
に
存
在
す
る
以
上
の
ょ
う
な
関
係
は
、

_ 

',
資
本
主
義
経
済
の
論
理
が
強
カ
に
支
觀
し
で
い
る
経
済
に
お
い
て
は
、
依
然 

;

と
し
て
基
本
的
な
関
係
ど
し

v

存
続
す
る
0 

.
し
へ
か
し
、
現
代
資
本
主
義
経
済 

に
は
.
"
7
こ
う
し
た
関
係
に
重
要
な
変
容.を
加
え
る
要
因
が
生
じ.
.
.
て
_
.き_て
.
.
'
い
. 

'る
。
.私
が
混
合
経
済
と
；呼
ぶ
：社
会
は
、
：そ
の
上
う
な
要
因
が
特
に
囊
し
：
 

て
、
.資
本
主
義
経
済
の
論
理
に
重
要
な
変
容
を
生
じ
さ
せ
る
経
済
的

=

物
的 

.,
基
礎
が
生
れ
る
社
会
で
立
る
。
資
本
主
義
経
済
の
論
理
に
変
容
を
加
え
る
要 

因
と
い
う
.の
は
、
.先
：に
現
代
資
本
主
義
の
特
微
的
要
因
と
し
て
あ
げ
た
と
と 

.で
あ
る
が
、.特
に
、
：国
家
及
び
公
的
経
済
部
門
の
増
大
と
半
公
的
な
要
素
の 

増
大
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
こ
う
し
た
諸
要
因
が
現
代
の
大
部
分
の
資
本 

主
義
国
に
み
ら
れ
る
以
上£
里
的
に
：増

大

し

て

ゆ

く

と

、
..
資

本

主

義

経

済

の 

.論
理
に
若
干
の
重
耍
な
変
容.を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。''
こ
の
間
の
事
情
を 

わ
か
ゲ
や
す
ぐ
す
る
た
め
に
便
宜
的
な
因
を
使
っ
て
示
す
と
上
因
の
ょ
う
に

. 

 ̂

.
な
る
：(
第
三
図)

。
：

C

注
1
> 
こ
こ
で
は
あ
る
一
定
の
経
済
構
造
の
も
と
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

経
済
.

機
能
が
行
な
わ
れ
、
ど
の
ょ
う
な
結
果
.を
も
.

た
ら
す
.

か
.

に
：つ
い
.

て
.

の
関
：
 

係
を
経
済
；の
論
理
と
^

ぶ
こ
と
に
す
る
？

」

冼
ず
A
図
は
モ
デ
ル
と
し
て
考
え
ら
れ
た
純
絆
な
資
本
主
義
と
社
余
王
義
で 

あ
り
、
混
ム
悬
済
的
要
素
は
殆
ん
、ど
な
い
？A図
の
：I
は
こ
れ
を
別
の
仕
方
で 

表
わ
し
た
も
の
で
知
る
。
と

」
j:

ろ
が
、
現

代

柔

主

義

塗
8'
.は
ノ
ぉ

国

の

：
ょ
:' 

う

に

混<

s済
的

要

素

が

か

な

り

増

大

：し
て
：い

る

0
す
.な
わ
ぢ
、
本
来
な
ら
ば 

社
会
主
義
的
な
要
因
で‘
る
土
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
資
本
主
義
社
会
の 

中
で
増
大
し
て
き
：て
：い
を
。
特

に

馨

な

特

微

は

、
政
府
及
び
公
當
済

|
|門
- 

の
役
割
.の
増
大
で
あ
る
。
B
図
I
は
こ
れ
を
示
す.0
こ
う
し
た
傾
向
、が
如
に
顧
； 

箸
に
み
ら
れ
る
場
合
が
：、
わ
れ
わ
れ
の
言
>

「

混

复

済」

，で
あ
りr

と
：の
段 

-

階
に
至
る
と
、
資
本
主
義
経
済
で
あ
り
な
が
ら
も
、
柔

主

義

経

済

の

論

理

- 

重
要
な
変
化
が
生
じ
、
資
本
主
義
経
済
の
論
理
に
対
1.
て
相
対
的
独
自
性
を
持­

っ
た
論
理
を
想
定
す
る
 
ほ
う
が
妥
当
に 
な
. っ 
て
く
る
0

S
図
は
、
：•日
本
の
ょ
. 

う
に
、.
ー
.
；
方
で
現
代
資
本
主
義
的
要
素
：を
持
ち
な
が
ら
、
#
方.
に
、
：
資
本
主
ー
義 

経
來
以
前
の
要
素
を
残
し
て
い
：る
：所
謂

〕

一
童
の
意
味
で
の
混
合
経
済.の
場
合
で'-
: 

あ

る)

。
.
こ

う

な
っ

て
く
る
と
成
長
上
平
等
^
资
定
と
の
関
係
に
も
変
化
：が
生 

ず
る
。

-め
場
合
に
は
、A
の

ヵ

ル

：
ド

ア

的

モ

デ

ル

|

そ
れ
1
蕋_

^
は.
. 

純
^
な
資
本
主
義
の'モ.
デ
ル
で
:'
$>:
る_

_

も
次
の
J:
う
に
^
き
換
え
る
ほ
う
が

蓄

に

な

る
。. 
' 
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0
V
3 

も
'

し
,4

、
通
读
が
純
粋
な
資
本
主
義
経
済
の
モ
デ
'>

に
虹
-<

て
、
貯
蓄
©-
す 

ベ
ズ
が
利
潤:^
;.
^

(

広
義
め
肩
潤_
_

_

所
有
者
階
截
の
所
得

)

か
ら
な
さ
れ
る 

場
合
に
は>
:

⑷
式
有
項
は
真
中
の
項_

だ
け
で
足
り
る9
 

っ
ま
り
、_(1
)
式 

と
同
じ
に
なK?。

j:
L

が

し

、
；
混

合

経

済

段

階

に

な

る

と

.

右

項

；
の

第

J

項
が
重
要 

;

に
：な
名
。
：：梁
的
馨
部
門
を
全
く
無
視
出
来
石
純
澌
な
社
会
主
義
の
場
合
に
は 

右
項
の
第
.j

項
か
ら
中
を
と
っ
た

%-

の
0

0

'|
|

_

^

|

|只

と

な

る,0
こ

の

場

合

に 

は
パ'
，
謹

、
.

私
的
利
潤
の
大
小
ま
た
は
分
配
率
は
経
済
成
長
^
は
全
ベ
無
関
係 

に
な

4
^

た

、
，
:'
労

働

隙

級

や

中

産

勤

労

階

娥

の

所

得

が

増

加

し

所

得

再

分

配
 

政
策
が
進
む
と
、
利
潤
所
得
以
外
の
所
得
〃
か
ら
の
純
貯
蓄
を
無
視
出
来
な
く
な 

っ
て
、.
右
頊
の
第
三
項
が
必
要
ぬ
な
る
0

:

結
局
、
ー(4)

春

頂
0

ど
の
項
が0

と
：
 

最
も
関
係
す
る
か
：は
、
：
混

塞

済

の

性

德

何

に
:i

っ
て
定
ま
っ
て':
<

る
0

し 

か
し
、
右
項
の
第
三
項
が
指
導
性
を
も
つf
€
レ
と
'

は
.殆

ん

ど

考

え

難

い

0 

何
放
な
ち、
：
.ホ
は
沒
や
:a

よ
り
ず
っX

小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
%

oi

饀
局
、^

的
部
門
0

利
潤
：銮

類
*-
:

、
ュ
：民
間
部
門
の
翁
利
潤
が
、

-

経
済
成

,

' 

■

.
，'

ぐ

.

.
-
.
:
'
:
'
-/
:

._

:
.
.
'
'
:'
'

;
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.
：

.
い
る
。
：；次
め̂

^
に
そ
ぅ
し
た
可
能
性
が
ど
の
ょ
ぅ
な
点
に
生
じ
て
ぃ
る
か
を
，
 

明
'6-.
か.
に
'じ.
た
：ぃ
と
思>
:̂0
'.
7ソ

::
長
を
左
右
す
る
が
、i

主
義
経
済
で
あ
％
限
り
、.主
導
的
な
役
割
を
果
ザ0,
, 

.は
、
ハ
民
間
部
門
で

』

る
：。
，
先

述

し

空

う

：に

獲

の

英

陳

で

は

闺

憂

本

投

資

： 

の
半
分
以
上
が
公
的
投
資
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合 

で
も
P1
-(
公
的
部
門
の
利
潤)

は
P2
に
比
し
て
ず
っ
と
小
さ
く
、
八
ム
的1

の 

う
：ち
の
か
な
り
の
部
分
は
民
間
利
調
か
ら
賭
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
.戦
後
め
英
国 

，程

度

の

混|

済
に
お
1>
そ

：は
、
：

_
A
J

し
て
、
私
的
利
潤
がi

形
式
と
経 

遠

長

に

と

ら

て

決

策

的

役

割

を

果

し

て

い

る

。
：
こ
：の

段

隞

の

混

塞

済

の

.特 

徵

は

が

大

で

あ

る

割

に
-

 ̂

が
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま

り

K
l
v
s
l

(

=
p
l
&
て
あ
り
、
，，こ
.

Q

点
が
、.
こ
.の
段
階.
に

お
.け
る

混

合

経

済

.
の 

悩
み
の
一マ
に

な

っ

て
い
る
。
.'
'
.
'
こ
う
な
る
原
因
の
ー
：つ
は
、
：馨

化

産
業
部
門
'
 

.が
全
体
と
し
て
大
き
な
余
剰
を
あ
げ
る
と
ど
が
出
来
な
い
と
と
な
ゆ
あ

^

つ
. 

ま
り
、
?1
が

小

:$
い
こ
と
が
.問
題
で
あ

る

。

何

故

そ

う

い

.
う

KJ:

と
t
な
る
か
に 

つ
い
て
は
既
に
度
々
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
,
返
さ
1

5

0い
ず

れ

に

し

，
て 

点.
は
、
.

i経
済
部
門
に
対

し

て公
的
経
済
部
門
が
従
厲
的
だ
役
割
を
演 

ず

る

と

こ

ろ

か

ら

生

じ

て

，
い

る

0
こ
の
；よ
う
な
段
階
に
お
け
る
混
合
経
済
的
社 

会
で
は
、
業
主
義
経
済
の
論
理
が
優
越
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
無
視
レ
た
蹇
：

■は
失
敗
す
る
が
、
■

的
配
慮
に
よ
っ
て
こ
れ
に
変
容
を
加
え
得
る
物
的
条
件 

が
生
じ
て
.きv

い
る
点
で
、
そ
れ
以
前
の
資
本
主
義
の
段
階
と
は
区
別
さ
る
べ
. 

き
.で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
条
件
を
把
握
し
て
、
現
代
資
本
主
義
経
済
の
も 

た
ら
す
結
果
と
七
て
の
害
恶
だ
け
で
な
く
、
機
能
面
や
構
造
面
に
ま
で
変
革
を 

加
え
.る
こ
.と
が
、
今
日
の
い
く
つ
か
：の
資
本
主
義
国
で
は
可
能
と
な
っ
て
き
て

、

(

注
'1
>
'
.
'-

こ
バ
の
と
ハ
と
は
、.'
:
公
：的
部
門
を
増
大
さ
：せ
る
こ
と
次
考
ぇ
な
'v'
で
、'
分 

'

配
：洤
養
的
平
：等
主
：義
的
方
法
：光
資
本
主
義
を
改
革
し
よ
：ぅ
.と
す
る
き
策
で 

は
、

極
奶
て
漸
進
；

g

*:
道
を
仑
ら
な•:
\,
>

瞬
々
_
^
_成
長
を
：平
等
艿
至
安 

定
と

[«
'

!

]立
さ
せ
る
こ
と

が

闲
難
+て
あ
るこ
上

を
."
ポ

唆

す
るo

 

:(

注
2)

勿
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S
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と
な
る

'か
ら
、

こ
の
こ
と
は
、
公
.的
部
門
の 

_

投
貲
^>
私
：的

部

門

办

貯

蓄

：に
よ
つ
，
て

辅

わ

扣

幺

も
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法
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加
藤
寛
.

^

尾

直

美

塞
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社
会
化
'

と
経
済
訐
画」

(

理
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反
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參
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注

4)

.

.

勿
論
、
そ
ぅ
し
た
改
箪
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
は
、
政
治
的
要
因
が 

:

極
め
て
.

大
切
：也
働
き
：令
す「

る
亦
、
政
治
面
の
.

要
因
も
、：
：混
合
経
済
的
な
.現
代 

;■
■

資
本
主
義
社
会
に
へ
お
.

い
て
勤
労
階
級
：の
.

力
と
議
会
民
主
.

主
義
^

:

乃
至
向

上

し^
き
た
結
果
、
生
じ.

た
も
の
で
あ
る
；

c

最
近
よ
く
論
ぜ
ら
れ

る

一 

「

構
造
改
革
；

S

1--

は
政
洽
面
の
主
#:
的
要
®

^

ば

か

り法
目
し
、
資
本
主
義 

経
済
そ
の
‘

の
疼
生
じ
て
い
る
客
観
的
変
化
を
軽
視
し
て
い
る
嫌
い
が
あ
 

る
。'

主
体(

客
観
！！
条
件
の
変
化
に
：よ
っ.

て
故
め
て
、
：
資
本
主
義
経
済
の
漸 

進

的
—|

構
造
改
革
1 _

が
可
能
ど
な
る
の
で
：あ
を
。
現
代
の
餐
本
主
義
経
済
に 

重
大
な
変
容
を
生
じ
さ
せ
つ
つ
あ
る
の
は
、
対
抗
力
と
順
応
力
であ
る
。
こ 

,

.

の
点

に

つ

い

て

は

加

藤

‘
原*.
丸
尾
共
箸
：

「

現
代
資
本
主
義
入
門

.1
_(

仮
題
、
 

論
.争
社)

.
の
：第

.
一

章
で
明
ら
か
に
し
た
。

岸

本

英

太

郎.
渡
辺.
赛

男

，
小

出

弘

健

著
'

.

.

.'
へ

『

山r-

力
.

II.

へ̂
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部
、
明
治
労
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片
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V

第
二
部
、.世
界
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働
蓮
動
と
片
山
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1
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-
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片

山
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' 

田

，
：
：

鼎

労
働
紺
合
蓮
勦
と
社
会
主
義
蓮
動
と
の
関
係
は

.
、.古
く
し
て
つ
ね
に
新
し
い 

®

を
わ
れ
わ
れ
に
提
起
す
る
？
無
産
階
級
政
党
が
合
法
的
他
位
を
獲
得
し

、.  

.馨

大
衆
の
権
利
を
ま
も
り
、
新
し
い
社
会
の
建
設
を
訴
え
て
い
る
今
日

、.
総 

評
を
め
ぐ
る
社
会
党
と
共
産
党
と
の
関
係
は
微
妙
な
も
の
.が.
あ
る
：し
、'ま
た

総 

評
を
中
心
と
す
る
労
働
組

4

口
蓮
動
の
指
導
者
の
な
か
に
は
、
社
会
党
や
共
産
党 

の
運
動
の
な
か
に
、
組
合
運
動
固
有
の
浚
割
が
解
消
せ
し
め
ら
れ
だ
り
、
あ
る 

い
は
そ
う
で
な
く
と
：も
そ
れ1C
.一
 
方
的
に
従
属
せ
も
め
ら
れ
る
の
で
ぼ
な
い
か

. 

と
か
う
；奚

が

、"少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る

0

労
働
組
合
：と
嵌
産
階 

級

政

党

と

：は

、

そ

れ

ぞ

れ

そ

の

i
f
の
目
的
が
あ
り
使
命
が
異
な
っ
て
：い
る
6 

と
：は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
が
も
こ
の
両
者
が
、
'密
接
な
協
か
関
係
に
：立
，っ 

て
、
大
衆
の
権
利
を
擁
護
し
、:反
動
勢
力
^
対
.抗
す
る
€>
で
か
け
九
ば
、
労
働 

者
階
級
の
蓮
動
は
、
.
健

全

.な

発

展

を

期

す

る

こ

.
と
：
は

で

き

な

パ
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.明
治
三
〇
年
代
か
ち
今
日
ま
で
の
六O '
年
に
及
ぶ
日
牢
労
働
組
合
連
動
の
歴 

史
を
顧
み
る
と
き
、
進
尜
的
左
翼
的
蓮
動
に
た
い
す
る
、世
界
に
類
例
を
み
な
い 

弾
圧
の
た
め
か
、.少
数
の
尖
鋭
な
知i

子

を

中

心

と

す

る

社

会

、
王
義
違
動
は 

慕
に
組
織
さ
れ
た
大
衆
を
も
た
ず
、
従
っ
て
労
働
組
合
運
動
が
こ
れ
と
並
行 

U
て
進
む
と
.と
が
で
き
な
か
づ
た
ど
い
う
特
徴
的
な
事
実
は
、
初
期
の
ず
ぐ
れ 

た
組
織
者
古lg

房
太
郎
，の

(

悲
劇
的
な
生
燁
の
宣
風
で
も
あ
っ
た
。
明
治
三
三
年 

い
わ
ゆ
る
治
安
警
察
法
の
公
布
以
後
、
高
野
は
労
働
運
動
の
舞
台
か
ら
そ
の
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を
没
し
た
が
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後
の
労
働
運
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い
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と
も
偉
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な
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潜
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と
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昭
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八
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本
の
社
会
主
義
運
動
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国
隙
的
な
蓮
動
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結
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つ
け
る
の
に
偉
大
な
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献
を
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た
の
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あ
っ
た
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か
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潜
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。
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つ
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の
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士
と
し
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終
始
か
わ
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と
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な
い
誠
実
さ
を
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て
賞
ぬ
き
通
し
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と 

'
い
う
.こ
と
、
し
か
も
た
え
ず
労
働
者
大
衆
の'要
求
に
密
着
し
.て
、
い
さ
さ
か
咎
遊 

離
す
る
ム
と
が
な
か
っ
た
こ
と
で
；

^
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:

i
に
い
：
っ.て
、
' 片
山
に
は
、
：幸
徳 

■秋
水
に
み
e>
-
れ
る
よ
う
な
雄
弁
や
文
学
的
才
能
そ
し
て
撰
利
彦
が
も
っ
て
い
た


